
高校教育改革の成果・課題に関するデータ分析 ～普通教育と専門教育の体制整備～

１ 普通科

施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

－ 普通科の状況 ◎学科別生徒割合（％）（H22年度 公立・全日制）
－

・宮城県・全国ともに，高校生の３人に２人が普通科に在籍している。

・普通科は，①大学等高等教育機関への進学割合が高い高校，②進路が多様な高校，③就職割合の高
い高校のタイプに分かれる。

データ（◎定量データ ●定性データ）

●普通科は，普通教育を通して，幅広い教養と知識を身につけるとともに，大学，専修学校への進学など将
来の進路を見極め，その進路に向かうための教育を主とする学科（「新県立高校将来構想」より）。

◎地区別・学科別の募集定員の構成割合（％）（公立・全日制 H22年度入試）

◎学科別の進路状況割合（％）（県立）

うち

推薦

普通科 58.0 34.9 27.7 10.1 1.5 2.6

進学型校 65.4 31.0 26.9 4.3 0.8 2.6

進路多様型校 39.6 64.7 38.2 21.9 0.3 0.0

就職型校 19.2 92.7 28.2 42.4 6.2 4.1

普通科＋専門学科（職業系以外） 68.1 33.1 22.7 4.4 0.4 4.4

普通科＋専門学科（職業系） 25.2 81.7 31.5 34.8 3.8 4.8

専門学科（職業系） 17.5 96.2 23.2 54.1 4.0 1.2

総合学科 32.4 54.2 29.8 32.2 2.5 3.0

昼間・昼夜間定時制 9.3 62.5 20.9 28.5 30.2 11.0

夜間定時制 1.0 0.0 20.2 51.5 12.1 15.2

県立計 44.9 43.4 26.9 22.5 2.6 3.1

（資料）宮城県教育庁調べ

進路状況割合

（H22.3卒業生）

大学

短大

専門学

校・各

種学校

就職

一時的な

職につい

た者

その他

※就職型校：就職率が３０％以上で，かつ，

現役大学進学率が就職率を下回る高校

※進路多様型校：就職型校以外で，就職率

が県立普通科平均を上回り，かつ，現役大

学進学率が県立普通科平均を下回るもの

※進学型校：就職型校・進路多様型校以外

の高校

資料２

区分 普通 農業 工業 商業 水産 家庭 その他 総合

南部 45.2 9.5 14.3 11.9 － － 4.8 14.3

中部 76.0 3.4 8.3 5.4 － 1.0 4.9 1.0

北部 55.1 10.3 14.1 9.0 － 1.3 － 10.3

東部 52.9 0.0 11.8 14.7 7.4 － － 13.2

計 64.6 4.8 10.7 8.4 1.3 0.8 3.1 6.4

（資料）宮城県教育庁調べ

学科別のデータ比較：データの収集上の制約から，２つの区分によりデータ分析をした。

（１）県立高校をタイプ分けして区分（県教育庁が独自に収集・整理したデータが中心）

「普通科」普通科のみが設置されている高校

「普通科＋専門学科（職業系以外）」普通科と専門学科（理数科・英語科・体育科）との併置校

「普通科＋専門学科（職業系）」普通科と専門学科（農業科・工業科・商業科・水産科・家庭科・看護科）との併置校

「専門学科（職業系）」専門学科（農業科・工業科・商業科・水産科・家庭科・看護科）のみが設置されている高校

「総合学科」総合学科が設置されている高校

「昼間・昼夜間定時制」昼間定時制高校及び昼夜間定時制高校

「夜間定時制」夜間定時制高校

（２）大学科により区分（文部科学省の統計データが中心）

区分 普通 農業 工業 商業 水産 家庭 その他 総合

宮 城 65.9 4.7 10.5 8.4 1.2 0.8 3.2 5.4

東 北 六 県 58.2 5.7 13.0 9.0 1.0 0.9 4.3 8.0

政令市 を有

する道 府県
71.3 2.8 8.1 6.8 0.4 0.9 3.5 6.2

首 都 圏 77.2 2.1 6.0 5.5 0.2 0.5 3.2 5.1

全 国 66.3 3.8 9.7 8.0 0.4 1.1 4.0 6.6

（資料）学校基本調査（文科省）

※「首都圏」は，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，山梨県



施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

○各学校の特色化 ○能力・適性を伸ばす
履修指導がなされてい
るか

○カリキュラムは生徒
の学力を踏まえた上で
体系化されたものと
なっているか

・「学校の授業が分かる」回答割合の低いタイプの高校では，学び直し教科・科目の開設率が高くなる傾
向が見られるが，進路多様型校では設置率が０％であるなど，義務教育レベルの学習内容でつまずき
のある生徒への対応にばらつきが見られる。

・普通科では，生徒の進路希望に応じ，職業科目の実施・社会人講師の招聘・インターンシップに取り組
んでいるが，進路多様型校におけるインターンシップの実施率が相対的に低い。

●そのほか，職業教育（実習）や体験学習の実施を通じた学力の定着・進路意識の醸成に積極的に取り
組む学校もある。

◎普通科における職業教育の状況（県立）

○普通科では，在籍する生徒の学力や進
路希望に応じて，学力向上・定着の取組
や職業教育を行っている高校が多いが，
全県的な取組までは至っていない。

※大学進学率の向上よりも，基礎基本と
なる学力の定着が必要。
・学力の底上げを図るためには，「学び
直し課程」が重要。

・学校評価において「授業が分からな
い」，「基礎・基本からじっくり教えてく
れる授業の実施を希望する」と回答す
る生徒の割合が高いにもかかわらず，
学び直し課程を実施していない高校が
あり，県として統一的な取組が必要。

データ（◎定量データ ●定性データ）

◎普通科における学力定着の取組（県立）

●特色ある学校づくりに向けた高校の支援事業
特色ある学校づくりを推進するため，学校からの提案に基づいて選定した指定校に対して予算を配

分する事業

●上記事業に係る行政評価（H21年度事業分）
・事業の有効性の評価は「成果があった」
・「教職員からのボトムアップで特色ある学校づくりを推進できた。また，次年度の応募校数が倍増し，
各高校の教員が前向きに取り組もうとする機運が高まってきている。」

・「各高校がそれぞれ抱える課題だけでなく，教育委員会が重要と考える課題に対応した取組を支援

する必要がある」

平成１５年度 11,000 14

１６ 11,999 15

１７ 12,491 16

１８ 1,790 1

１９ 4,454 8

２０ 5,491 13

２１ 4,347 17

２２ 魅力ある県立高校づくり支援事業 5,000 19

指定校数
（校）

年度 事業名
予算額
（千円）

学校活性化プロポーザル事業

個性かがやく高校づくり推進事業

H21.1年次 H22.2年次 H21.1年次 H22.2年次

普通科 6.5 77.4 100.0 22.6 48.4 58.1 46.1 43.6 168.5 134.1

進学型校 4.5 81.8 100.0 13.6 40.9 50.0 48.5 46.3 191.1 153.3

進路多様型校 0.0 100.0 100.0 0.0 50.0 100.0 39.2 32.9 144.0 104.0

就職型校 14.3 57.1 100.0 57.1 71.4 71.4 40.8 37.4 104.7 82.3

普通科＋専門学科（職業系以外） 28.6 71.4 100.0 0.0 57.1 28.6 51.5 48.1 194.1 159.0

普通科＋専門学科（職業系） 0.0 53.8 92.3 46.2 53.8 92.3 37.8 34.4 114.2 88.9

専門学科（職業系） 0.0 43.8 81.3 56.3 56.3 - 42.1 38.3 108.8 81.0

総合学科 100.0 0.0 100.0 66.7 100.0 - 40.1 42.1 128.7 99.2

昼間・昼夜間定時制 60.0 0.0 80.0 80.0 80.0 100.0 42.5 44.6 81.6 73.7

夜間定時制 0.0 0.0 16.7 50.0 33.3 66.7 37.2 33.2 － －

県立計 14.3 59.2 87.8 28.6 51.0 59.2 45.1 43.3 159.3 125.6

（資料）宮城県教育庁調べ

習熟度

授業の

実施率
（％）

学び直

し課程

の設置
率（％）

みやぎ学力状況調査
（国数英）の正答率

学校設

定科目

の設定
率（％）

普通科

での職
業教育

科目の
実施率

「学校の授業が分か
る」回答割合

H21年度データ
単位制
の導入

率（％）

類型の
設定率

（％）

教科指導 進路指導 派遣者数
率

（在学者比）

大学

（現役）
就職

普通科 58.1 3.2 8.8 1,314 6.6 80.3 83.5 91.1 97.0

進学型校 50.0 1.2 8.5 596 3.6 81.3 82.6 90.0 97.0

進路多様型校 100.0 0.5 5.5 23 2.4 85.3 95.2 100.0 100.0

就職型校 71.4 10.3 10.9 695 26.8 76.0 95.9 91.7 95.9

普通科＋専門学科（職業系以外） 28.6 5.6 6.1 65 1.2 79.8 83.2 86.9 95.5

普通科＋専門学科（職業系） 92.3 2.0 5.3 1,276 21.2 73.1 95.5 84.0 93.5

専門学科（職業系） - 12.6 3.6 1,402 19.0 73.8 89.0 96.6 97.7

総合学科 - 2.7 8.0 579 18.7 85.3 82.6 95.0 96.9

昼間・昼夜間定時制 100.0 6.3 3.2 143 13.8 71.5 87.5 79.5 84.7

夜間定時制 66.7 0.2 2.8 6 1.3 79.3 － 86.2 95.5

県立計 59.2 4.7 6.1 4,785 11.0 78.8 84.7 89.1 96.2

（資料）宮城県教育庁調べ

普通科で

の職業教

育科目の

実施率

進路

決定率
H21年度データ

社会人講師の招聘

（年間実施日数）
インターンシップ 進路希望達成率

「進路目標の

明確化に向け

た適切な指導

が行われてい

る」肯定回答



施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

○各学校の特色化
（つづき）

○進路多様型校や就
職型校において，進路
目標（進学・就職）の達
成がどの程度実現され
ているか

◎中途退学事由（宮城県公立）
○高校教育に意義を見い出せずに不登校
や中退に結びついているケースもあるの
ではないか。

・全日制の中では，普通科就職型校の不登校率・中退率が最も高く，普通科と専門学科（職業系）の併
置校がこれに次いでいる。

◎大学・短大進学志願率・現役進学達成率（国公私立 H22年3月卒業生）

・普通科の進路希望達成率（就職）が，総合学科及び職業系専門学科に比べて低い。

◎学科別の就職状況（公立 H22.3末現在）

・普通科系高校卒業者の就職先の業種を見ると，事務的職業だけでなく，技能的職業（生産工程・労務
作業者，サービス職業従事者，販売従事者）など，多岐にわたっている。

※普通科の就職決定率の低さは問題。学
校の指導にも課題があるのではないか。
・生徒が普通科を志望する動機を知りた
い。入学当初は大学進学希望なのが，
学力の問題などにより志望を変更して
いる実態があるのではないか。

・進路希望を就職に変更した生徒に対す
る指導の不十分さが，就職決定率の低
さや，卒業後の離職率の高さの原因と
なっていると懸念している。

○高校卒業後の進路希望が「未定」と回
答した割合が高い高校については，きめ
細かなキャリア教育・進路指導が一層必
要になっている。

◎不登校率・中退率（県立）

◎職種別・学科別高校卒業者就職状況（公立 H22年3月卒業生）

◎生徒の進路希望の変化の状況と進路決定率との関係（県立 H22年3月卒業生）

データ（◎定量データ ●定性データ）

就職率（％） 22.4 33.0 1.8 43.6 10.3 6.7 45.4 4.4 -

大学等現役進学達成率(％） 84.7 95.5 94.2 99.7 83.5 87.1 93.7 83.2 -

（注）就職型校は，大学等現役進学率＜就職率で，かつ就職率が30％以上の学校とした。

専門学科（職業系）＋普通科 普通科のみ設置 専門学科（職業系以外）

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

専門的・技術的職業従事者

事務従事者

販売従事者

サービス職業従事者

農林漁業作業者

生産工程・労務作業者

左記以外のもの

工業科

普通科 工業科

商業科

商業科

商業科

商業科

農業科

農業科

普通科

普通科

普通科

普通科

普通科

総合学科

総合

学科

宮城県 全国 宮城県 全国

％ ％ ％ ％

全日制計 55.2 62.7 86.8 87.2

普通科 65.9 74.0 86.5 86.3

専門学科（職業系） 20.0 22.8 93.5 96.3

農業科 9.7 16.0 100.0 95.9

工業科 27.8 20.0 88.8 94.3

商業科 18.6 29.5 99.0 97.7

水産科 5.7 8.2 100.0 95.8

家庭科 16.3 26.4 100.0 97.7

看護 10.0 5.0 50.0 89.4

その他の学科 76.9 74.6 81.6 85.4

総合学科 28.7 40.3 84.6 93.7

定時制計 7.3 17.2 84.0 86.7

計 54.5 61.8 86.8 87.2

（資料）学校基本調査（文科省）

大学進学志願率 現役進学達成率
区 分

大学

短大

専門

各種
就職 未定 その他

大学

短大

専門

各種
就職 未定 その他

大学等

（現役）
就職

普通科 59.7 15.5 11.2 12.5 1.1 63.9 15.3 13.2 5.4 2.2 83.5 91.1 97.0

進学型校 75.9 9.7 4.5 9.1 0.8 79.3 10.8 4.5 3.5 1.9 82.6 90.0 97.0

進路多様型校 29.7 37.9 15.5 16.0 0.9 34.2 35.1 22.9 6.8 1.0 95.2 100.0 100.0

就職型校 17.2 27.0 31.5 22.4 1.9 17.1 24.9 42.0 12.1 3.9 95.9 91.7 95.9

普通科＋専門学科（職業系以外） 79.7 7.7 4.5 7.3 0.8 81.5 8.3 5.4 3.3 1.5 83.2 86.9 95.5

普通科＋専門学科（職業系） 19.6 25.1 32.8 17.9 4.6 20.0 26.6 41.1 9.5 2.8 95.5 84.0 93.5

専門学科（職業系） 9.8 17.6 48.3 20.9 3.4 11.4 17.2 57.8 11.5 2.1 89.0 96.6 97.7

総合学科 26.9 25.6 32.2 11.8 3.5 30.3 23.1 37.0 8.1 1.5 82.6 95.0 96.9

昼間・昼夜間定時制 8.3 24.9 30.0 25.2 11.6 9.9 22.5 40.3 22.2 5.1 87.5 79.5 84.7

夜間定時制 9.7 23.7 28.3 36.0 2.3 10.1 16.8 29.4 38.6 5.1 － 86.2 95.5

県立計 48.6 16.2 19.5 13.5 2.2 53.1 15.8 22.8 6.2 2.1 84.7 89.1 96.2

（資料）宮城県教育庁調べ

H21年度データ

高校卒業後の進路希望（H21.1年次） 高校卒業後の進路希望（H22.2年次） 進路希望達成率
進路

決定率

普通科 1.2 0.9

進学型校 0.8 0.5

進路多様型校 0.4 1.5

就職型校 3.7 3.5

普通科＋専門学科（職業系以外） 0.8 0.5

普通科＋専門学科（職業系） 1.9 2.4

専門学科（職業系） 1.3 2.0

総合学科 1.3 1.6

昼間・昼夜間定時制 16.1 9.5

夜間定時制 9.3 10.1

県立計 1.7 1.6

（資料）宮城県教育庁調べ

不登校率・中退率

（H21年度 在学者比）

不登校率

（％）

中退率

（％）

※不登校率・中退率は在学者比（％）

※不登校者：年度間に連続又は断続して30日以上欠席し

た生徒のうち不登校を理由とする者

※不登校とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるい

は社会的要因・背景により、生徒が登校しないあるいはし

たくともできない状況にあること（ただし、病気や経済的理

由による者を除く。）をいう。

普通科 13.6 9.6 90.1 86.4

農業科 55.7 51.1 85.1 93.6

工業科 58.6 60.5 96.5 97.4

商業科 47.7 40.1 90.9 93.7

水産科 64.2 60.9 99.1 93.3

家庭科 41.3 35.4 86.0 91.7

看護科 - 1.3 - 86.7

その他 6.9 8.2 96.8 93.8

総合学科 46.6 26.4 95.2 91.5

公立計 25.0 20.1 91.9 92.2

（資料）高等学校卒業予定者の就職内定状況に関する調査（文科省）

宮城県 全国全国
区 分

就職希望率（％） 就職内定率（％）

宮城県

中途退学の事由（構成比：％）

学業不振 8.8 9.4
学校生活・学業不適応 45.6 42.2

もともと高校生活に熱意がない 20.0 15.7
授業に興味がわかない 4.5 4.2
人間関係がうまく保てない 10.9 12.8
学校の雰囲気が合わない 3.8 5.0
その他 6.3 4.5

進路変更 23.1 26.1
別の高校への入学を希望 10.7 12.8
専修・各種学校への入学を希望 1.6 0.8
就職を希望 4.8 6.1
高卒認定試験受験を希望 3.5 2.5
その他 2.4 3.8

病気・けが・死亡 2.7 2.9
経済的理由 4.2 4.3
家庭の事情 4.2 4.6
問題行動等 8.3 7.0
その他の理由 3.2 3.5

（資料）宮城県教育庁調べ

H20年度H21年度



２ 専門学科（職業系）

施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

○社会の動向や産業
構造の変化への対応

○社会動向や産業構
造の変化を踏まえた学
科が設置されているか

◎産業別就職割合（％）（国公私立 H22年3月卒業生）

・産業別就職割合をみると，工業科を除き，専門学科での職業教育の内容と就職先がリンクしていない
ことが窺える。全国的にも同じような状況。

データ（◎定量データ ●定性データ）

●専門学科（職業系）の学科改編の状況（県立 全日制 H13～22年度）

◎職業別の求人・就職状況（全県 H22年3月卒業生／H22.4現在）

◎産業別就職割合（％）（公立 H22年3月卒業生）

※「社会動向や産業構造の変化を踏まえ
た学科」の設置を目標に掲げているが，産
業構造の変化はめまぐるしく，追いついて
いけるものではない。今後もこの方針を維
持するか否か，教育委員会としての判断
が必要。

※学科改編自体が目的化していないか。

※学科名を変更しても中身が変わらない
事例が多く，せっかく学科改編しても，地
域や生徒の期待に応えていない。

※学科改編は学校だけの問題ではなく，
地域の意見を聴いたり，先駆的な取組を
参考にするなどして取り組むべきである
が，そうなっていないのは問題。

改編前 改編後

加美農業 ○ 生物工学科 － H13

南郷 ○ 食品化学科 普通科 H16

米山 ○ 産業技術科 園芸ビジネス科 H17

上沼 ○ 農業科・環境土木科 農業技術科

柴田農林 ○
農業科学科・森林科学科・

環境デザイン科・土木科

食農科学科・森林環境科・

園芸工学科

黒川 ○ 環境工学科 土木科 H14

米谷工業 ○
電子機械科・電気科・情報

電子科

機械システム科・電気シス

テム科・情報技術科

石巻工業 ○ 工業化学科 化学技術科

古川工業 ○ 電気科・電子科 電気電子科

鶯沢工業 ○

機械システム科・電気技術

科・コンピュータ応用技術

科

機械科・電子科

鶯沢工業 ○ 機械科・電子科 (募集停止) H21

岩ヶ崎高校

（鶯沢校舎）
－ 創造工学科（新設） H21

農業科

工業科
黒川 ○

農業経営科・電子機械科・

土木科

機械科・電子工学科・環境

技術科
H22

石巻商業 ○
会計科・国際経済科・情報

処理科
総合ビジネス科 H18

田尻 ○ 商業科 － H20

中新田 ○ 商業科 普通科（ビジネスコース） H21

普通科

農業科
石巻北 ○ 普通科・農業科 総合学科 H22

大学科

（改編前）
学校名

大学科

の改編

工業科

商業科

小学科

の改編

学科名
年度

H18

H15

H16

農業科

廃止

学科

卒業

生の

就職

割合

農業

林業

漁業

建設業 製造業
運輸業

郵便業

卸売業

小売業

金融

保険業

宿泊業

飲食ｻｰ

ﾋﾞｽ業

生活関

連ｻｰﾋﾞ

ｽ業

医療

福祉

その他

のｻｰﾋﾞ

ｽ業

公務 その他

普通科 7.5 1.1 5.4 27.5 4.4 12.6 0.7 9.4 7.9 11.4 6.7 8.8 4.1

農業科 47.9 5.7 7.9 34.5 3.2 11.4 0.3 9.2 6.7 7.9 6.7 3.1 3.3

工業科 57.1 0.4 16.0 54.0 4.6 4.4 0.1 1.7 1.4 1.2 7.4 2.2 6.8

商業科 37.1 0.6 3.3 28.3 5.2 20.5 3.4 7.3 5.4 8.7 9.5 3.0 4.9

水産科 58.6 11.0 8.5 33.1 7.8 9.4 0.2 7.7 4.0 4.4 6.8 2.8 4.1

家庭科 35.0 0.3 1.2 22.1 1.8 11.2 0.5 28.8 8.6 17.4 6.1 0.8 1.2

看護科 5.6 0.0 1.3 1.3 0.0 2.1 0.0 1.7 2.1 89.1 0.8 1.3 0.4

福祉科 48.8 0.1 0.7 4.2 0.7 1.9 0.1 2.8 3.3 82.0 3.2 0.3 0.7

その他の学科 5.3 0.7 4.0 27.0 5.0 9.9 0.7 8.1 8.9 11.9 6.8 11.7 5.2

総合学科 24.7 1.1 5.2 33.8 3.8 11.5 0.9 10.1 7.1 12.3 7.2 4.1 2.8

計 15.8 1.2 8.1 35.9 4.4 11.1 0.9 7.4 5.4 8.7 7.3 4.9 4.8

（資料）学校基本調査（文部科学省）

受理数 前年同月比 構成比 人数 構成比

844 ▲ 22.5 19.1 489 11.6

549 ▲ 26.9 12.4 488 11.6

504 ▲ 15.3 11.4 403 9.6

693 ▲ 34.4 15.7 805 19.1

理容・美容見習等 84 ▲ 14.3 1.9 － －

調理師見習等 93 ▲ 13.9 2.1 － －

飲食店店員等 446 ▲ 40.2 10.1 － －

その他 70 ▲ 33.3 1.6 － －

生産工程・労務作業者 1,612 ▲ 37.5 36.5 1,580 37.6

製造・制作作業者 1,015 ▲ 45.4 23.0 1,186 28.2

定置機関運転・建設機械運

転・電気作業者
179 ▲ 13.9 4.0 116 2.8

採掘・建設・労務作業者 418 ▲ 18.4 9.5 278 6.6

218 ▲ 33.3 4.9 440 10.5

保安職業従事者 － － － 158 3.8

農林作業従事者 － － － 36 0.9

漁業作業従事者 － － － 18 0.4

運輸･通信従事者 － － － 90 2.1

その他 － － － 138 3.3

4,420 ▲ 30.9 100.0 4,205 100.0

（資料）平成22年3月新規学校卒業者の職業紹介状況（宮城労働局），学校基本調査（文科省）

就職者

（H22.3卒業生）

宮城県計

H22.3新規高校卒業者の職業別

求人受理状況（H22.4現在）

上記以外のもの

区 分

専門的･技術的職業従事者

事務従事者

販売従事者

サービス職業従事者

課程・学科

卒業

生の

就職

割合

農業

林業

漁業

建設業 製造業
運輸業

郵便業

卸売業

小売業

金融

保険業

宿泊業

飲食ｻｰ

ﾋﾞｽ業

生活関

連ｻｰﾋﾞ

ｽ業

医療

福祉

その他

のｻｰﾋﾞ

ｽ業

公務 その他

全日制計 23.0 1.8 10.5 30.3 4.0 10.5 0.5 8.6 5.0 7.5 10.0 6.1 5.1

普通科 11.8 1.2 6.0 20.2 4.8 11.7 0.7 14.3 7.4 10.6 8.0 10.3 4.7

専門学科（職業系） 50.4 2.2 14.1 36.4 3.8 9.8 0.4 5.2 3.5 5.0 11.7 3.0 4.9

農業科 51.6 6.9 11.9 25.3 3.4 13.1 0.3 8.1 3.8 4.7 13.1 3.8 5.6

工業科 54.8 0.3 22.1 47.6 2.9 5.0 0.0 2.1 1.3 0.9 9.1 2.6 6.1

商業科 43.7 0.6 5.8 27.1 5.0 15.0 1.1 9.0 6.5 8.6 14.4 3.1 3.7

水産科 100.0 12.5 8.9 38.4 7.1 8.0 0.0 1.8 2.7 4.5 11.6 4.5 0.0

家庭科 35.9 0.0 0.0 21.4 0.0 11.9 0.0 0.0 4.8 40.5 16.7 0.0 4.8

専門学科（職業系以外） 6.4 0.0 0.0 37.9 6.9 0.0 0.0 17.2 6.9 6.9 0.0 20.7 3.4

総合学科 39.2 2.0 5.6 29.8 1.7 11.6 0.0 7.9 5.0 12.3 7.9 8.6 7.6

定時制計 38.6 0.8 13.4 18.9 1.6 14.2 0.0 11.0 12.6 15.7 6.3 0.8 4.7

公立計 23.3 1.8 10.6 29.9 3.9 10.6 0.4 8.7 5.2 7.8 9.9 5.9 5.1

（資料）宮城県教育庁調べ



施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

○社会の動向や産業
構造の変化への対応
（つづき）

○カリキュラム編成内
容は資格取得や職業
選択とマッチしているか

◎学科別の就職決定率（公立 H22年3末現在）

・専門学科（職業系）は，就職が５割を超える。大学進学率は２割弱であり，そのほとんどが推薦入学。
・専門学科（職業系）の就職の進路希望達成率は高い。しかし，学科別に見ると，工業科・水産科の就職
内定率が高い一方，農業科，商業科及び家庭科が低い。 ◎大学・短大進学志願率・現役進学達成率（国公私立 H22年3月卒業生）

・専門学科（職業系）及び普通科と専門学科（職業系）の併置校は，生徒の授業に対する評価，生徒の進
路指導に対する評価が相対的に低い。

・総合学科の教育課程と比較すると，専門学科（職業系）及び普通科と専門学科（職業系）の併置校では
必修科目の単位数が多く，学校設定科目の設定率も低い。
・その他，学び直し課程の実施率も低い。
・教育課程の多様性が確保されていないために，多様な生徒の学ぶ意欲・関心に対応しきれていないと
推測される。

◎他学科（特に総合学科）との教育課程の違いは何か。

○進路希望達成率（就職）が高い工業科
については，学習目標が明確化（資格・技
能試験の受験）されているほか，出口が確
保されている。また，後述のとおり，社会
人講師からの技術指導や企業実習などを
積極的に実施しており，その効果が出て
いると考える。

○農業科・商業科は，工業科と比較する
と，生徒の授業や進路指導に対する評価
が低いほか，不登校率・中退率も高く，生
徒の学習意欲を持続させることが難しく
なっている。

○農業科，商業科，家庭科においては，
進路意識の醸成や進路の確保の点で課
題がある。

◎「学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業が行われている」とした生徒比率
◎「進路目標の明確化に向けた指導が行われている」とした生徒比率

◎課程別・学科別の進路状況（県立 H22.3末現在）

データ（◎定量データ ●定性データ）

うち推薦

普通科 58.0 34.9 27.7 10.1 1.5 2.6 83.5 91.1 97.0

普通科＋専門学科（職業系以外） 68.1 33.1 22.7 4.4 0.4 4.4 83.2 86.9 95.5

普通科＋専門学科（職業系） 25.2 81.7 31.5 34.8 3.8 4.8 95.5 84.0 93.5

専門学科（職業系） 17.5 96.2 23.2 54.1 4.0 1.2 89.0 96.6 97.7

総合学科 32.4 54.2 29.8 32.2 2.5 3.0 82.6 95.0 96.9

昼間・昼夜間定時制 9.3 62.5 20.9 28.5 30.2 11.0 87.5 79.5 84.7

夜間定時制 1.0 0.0 20.2 51.5 12.1 15.2 － 86.2 95.5

県立計 44.9 43.4 26.9 22.5 2.6 3.1 84.7 89.1 96.2

（資料）宮城県教育庁調べ

進路希望達成率

進路
決定率大学

短大

専門学
校・各種

学校

就職
一時的
な職につ

いた者

その他
大学等

（現役）
就職

進路状況（割合）（H22.3卒業生）

H21年度データ

宮城県 全国 宮城県 全国

％ ％ ％ ％

全日制計 55.2 62.7 86.8 87.2

普通科 65.9 74.0 86.5 86.3

専門学科（職業系） 20.0 22.8 93.5 96.3

農業科 9.7 16.0 100.0 95.9

工業科 27.8 20.0 88.8 94.3

商業科 18.6 29.5 99.0 97.7

水産科 5.7 8.2 100.0 95.8

家庭科 16.3 26.4 100.0 97.7

看護 10.0 5.0 50.0 89.4

その他の学科 76.9 74.6 81.6 85.4

総合学科 28.7 40.3 84.6 93.7

定時制計 7.3 17.2 84.0 86.7

計 54.5 61.8 86.8 87.2

（資料）学校基本調査（文科省）

大学進学志願率 現役進学達成率
区 分

よく当て

はまる

だいたい

当てはま

る

肯定群

あまり当

てはまら

ない

当てはま

らない

よく当て

はまる

だいたい

当てはま

る

肯定群

あまり当

てはまら

ない

当てはま

らない

普通科 13.6 59.9 73.5 21.4 5.1 24.5 55.8 80.3 16.7 3.0

普通科＋専門学科（職業系以外） 13.4 55.4 68.9 25.5 5.6 22.7 57.2 79.8 17.0 3.2

普通科＋専門学科（職業系） 13.8 55.5 69.3 24.5 6.2 20.5 52.6 73.1 22.0 4.9

専門学科（職業系） 12.3 59.5 71.8 22.4 5.8 22.8 51.0 73.8 19.5 6.6

総合学科 14.9 62.7 77.6 17.9 4.5 32.0 53.2 85.3 13.3 1.4

昼間，昼夜間定時制 22.4 57.1 79.6 17.2 3.2 22.6 48.9 71.5 23.9 4.5

夜間定時制 16.7 54.9 71.6 25.4 2.9 18.2 61.1 79.3 17.2 3.5

県立計 13.7 57.8 71.5 23.1 5.4 24.0 54.9 78.8 17.6 3.6

（資料）H21年度学校評価（宮城県教育庁）

H21年度1年次生の評価

（平均値）

「学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような

授業が行われている」回答割合

「進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われ

ている」回答割合

普通科 13.6 9.6 90.1 86.4

農業科 55.7 51.1 85.1 93.6

工業科 58.6 60.5 96.5 97.4

商業科 47.7 40.1 90.9 93.7

水産科 64.2 60.9 99.1 93.3

家庭科 41.3 35.4 86.0 91.7

看護科 - 1.3 - 86.7

その他 6.9 8.2 96.8 93.8

総合学科 46.6 26.4 95.2 91.5

公立計 25.0 20.1 91.9 92.2

（資料）高等学校卒業予定者の就職内定状況に関する調査（文科省）

全国

就職希望率（％） 就職内定率（％）

区 分
宮城県宮城県 全国

教科指導 進路指導 派遣者数
率

（在学者比）

大学

（現役）
就職

普通科 58.1 3.2 8.8 1,314 6.6 80.3 83.5 91.1 97.0

進学型校 50.0 1.2 8.5 596 3.6 81.3 82.6 90.0 97.0

進路多様型校 100.0 0.5 5.5 23 2.4 85.3 95.2 100.0 100.0

就職型校 71.4 10.3 10.9 695 26.8 76.0 95.9 91.7 95.9

普通科＋専門学科（職業系以外） 28.6 5.6 6.1 65 1.2 79.8 83.2 86.9 95.5

普通科＋専門学科（職業系） 92.3 2.0 5.3 1,276 21.2 73.1 95.5 84.0 93.5

専門学科（職業系） - 12.6 3.6 1,402 19.0 73.8 89.0 96.6 97.7

総合学科 - 2.7 8.0 579 18.7 85.3 82.6 95.0 96.9

昼間・昼夜間定時制 100.0 6.3 3.2 143 13.8 71.5 87.5 79.5 84.7

夜間定時制 66.7 0.2 2.8 6 1.3 79.3 － 86.2 95.5

県立計 59.2 4.7 6.1 4,785 11.0 78.8 84.7 89.1 96.2

（資料）宮城県教育庁調べ

普通科で

の職業教
育科目の

実施率

進路
決定率

H21年度データ

社会人講師の招聘
（年間実施日数）

インターンシップ 進路希望達成率
「進路目標の

明確化に向け

た適切な指導

が行われてい

る」肯定回答



施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

○社会の動向や産業
構造の変化への対応
（つづき）

○カリキュラム編成内
容は資格取得や職業
選択とマッチしているか
（つづき）

○工業科では，県政の施策の推進方向に
呼応した職業教育，人材育成が体系的に
実施されている。

○工業科以外の学科（農業科，商業科）に
ついては，職業教育・人材育成に関する
県の施策が体系化されていない。

・工業科の指標が総じて高い一方，農業科・商業科は低い。

○地域（産業）の人材
育成のため，産業界・
地域と連携しているか

・学科間で比較すると，専門学科（職業系）が最も多い。中でも工業科では，教科指導のために企業OB
などを積極的に招聘している。

◎専門学科（職業系）の学科別の指標

●専門学科（職業系）の学校・生徒を対象とした職業教育・人材育成事業
（１）地域産業の担い手育成プロジェクト（H19～21年度）

・文科省指定事業
・ものづくり分野３校，建設分野２校を指定。
・生徒の短期・長期企業実習
・企業技術者による学校での実践的指導

（２）農業スペシャリスト育成プロジェクト事業（Ｈ21～23年度）
・文科省指定事業
・農業高校を指定
・環境保全米や米粉を使用した加工品の研究

（３）産業人材育成重点化モデル事業（Ｈ21～23年度）
・黒川高校を指定
・連携コーディネーターの配置，短期・長期企業実習
地域企業等見学会などの取組を実施

●上記事業に係る行政評価（H21年度事業分）
・「企業技術者による実践指導と最新の工作機械の導入により，生徒の技術・技能は確実に向上して
おり，技能検定合格者数及び上級の資格取得者数も増加している。」

・「連携コーディネータによる地域企業訪問により，インターンシップ新規受入事業所数や求人企業数
が増加した。」

・「上記のモデル事業の効果，他の職業系学科における同様の取組の必要性・有効性の検証が必要。」

◎社会人講師の活用状況（H21年度）

データ（◎定量データ ●定性データ）

必修 選択 計

農 業 科 71.3 59.7 72 15 87 3.9 4.4 91.5 94.5

工 業 科 76.1 81.5 82 6 87 0.2 1.0 99.1 98.4

商 業 科 63.3 73.8 75 12 86 1.5 1.8 95.0 98.3

水 産 科 72.4 72.1 83 5 88 0.8 2.6 98.4 98.8

県 立 計 71.5 78.8 70 21 91 1.7 1.6 89.1 96.2

※不登校率・中退率は，H21年度在学者比

※進路希望達成率（就職），進路決定率はH21年度卒業生のデータ

進路決定

率
（％）

「学ぶ意欲

を引き出し，

学力を身に

つけられる

ような授業

が行われて

いる」肯定

回答割合

「進路目標

の明確化に

向けた適切

な指導が行

われてい

る」肯定回

答割合

卒業までに履修させる単位数

（H21年度入学生） 進路希望

達成率
（就職）

（％）

平均
不登校率

（％）
中退率
（％）

教科指導

日数

進路指導

日数

教科指導

日数

進路指導

日数

普通科 3.2 8.8 0.0 7.0

普通科＋専門学科（職業系以外） 5.6 6.1 0.0 6.0

専門学科（職業系） 12.6 3.6 3.5 3.0

普通科＋専門学科（職業系） 2.0 5.3 0.0 5.0

総合学科 2.7 8.0 2.0 7.0

昼間，昼夜間定時制 6.3 3.2 2.5 3.0

夜間定時制 0.2 2.8 0.0 3.0

県立計 4.7 6.1 0.0 5.0

（資料）宮城県教育庁調べ

区 分

平均値 中央値



３ 総合学科

施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

－ 総合学科の設置状況 ◎学科別生徒割合（H22年度 公立・全日制）

●学科別の生徒数（公立・全日制）を見ると，総合学科の在籍割合は，都市部で低くなる
傾向。これは，全国的に郡部では，少子化による学校再編に伴い，総合学科を設置してき
た経緯があるため。

○現構想では，各地区に１校以上の総合学
科を配置することを目標としたが，平成２３年
度までに各地区に１～２校の総合学科が設
置されている。

・宮城県では，平成７年度以降に設置が進み，平成２３年度までに７校となっている。
・専門学科（職業系）や普通科からの学科改編により設置された高校がほとんど。

（記載なし）

【国の導入趣旨】
普通科と専門学科（職
業系）の２学科制では，
現在の高校生の能力・
適性・興味・関心の多
様化に対応することが
困難であることから，普
通科と専門学科（職業
系）を統合するような学
科を導入することとし
た。

・授業に関する生徒の満足度をみると，全日制課程の中では総合学科が最も高い。

・選択科目の単位の占める比率は，総合学科が最も大きい。

・総合学科では，希望進路に応じた系列（≒履修モデル）を設定している。
・総合学科の学級数が多いほど系列数が多く，専門分野の選択の幅が大きくなる傾向にある。

○総合学科全体を見れば，単位制と選択科
目の多さ等を背景に，生徒の能力・適性・興
味・関心の多様化に，概ね対応している。

【今後調査が必要な事項】
○総合学科の趣旨を実現するための要素抽
出（ヒアリング）
・多様な選択科目
・興味・関心に応じた学習
・進路指導

データ（◎定量データ ●定性データ）

●総合学科は，生徒の進路希望や興味・関心に応じて普通教育と専門教育を総合的に行う学科として，平
成６年４月から制度化されている。

◎地区別の総合学科の設置状況（公立・全日制 H23年度現在）

◎「学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業が行われている」とした生徒比率

◎卒業までの履修単位数（H21年度入学生）

○興味・関心を引き出
す選択科目が開設され
ているか

◎学校ごとの系列数
○「幅広く開設された選択科目の中から各自
の興味・関心，適性や目標とする将来の進
路にあわせて科目を選択し・学習する」という
制度趣旨を実現するためには，一定数の学
級規模を維持することが必要。

よく当て

はまる

だいたい

当てはま

る

肯定群

あまり当

てはまら

ない

当てはま

らない

よく当て

はまる

だいたい

当てはま

る

肯定群

あまり当

てはまら

ない

当てはま

らない

普通科 13.6 59.9 73.5 21.4 5.1 12.5 59.6 75.3 20.0 4.1

普通科＋専門学科（職業系以外） 13.4 55.4 68.9 25.5 5.6 11.5 50.9 74.7 21.7 4.8

普通科＋専門学科（職業系） 13.8 55.5 69.3 24.5 6.2 10.9 53.0 71.6 23.2 5.2

専門学科（職業系） 12.3 59.5 71.8 22.4 5.8 10.4 61.2 71.6 22.2 4.4

総合学科 14.9 62.7 77.6 17.9 4.5 15.4 65.1 82.0 14.5 3.5

昼間，昼夜間定時制 22.4 57.1 79.6 17.2 3.2 20.3 53.0 70.9 23.6 4.5

夜間定時制 16.7 54.9 71.6 25.4 2.9 14.3 50.0 76.5 20.0 0.0

県立計 13.7 57.8 71.5 23.1 5.4 13.3 58.1 74.5 21.1 4.5

（資料）H21年度学校評価（宮城県教育庁）

平均値 中央値

H21年度1年次生の評価

地区
在籍者数

（公立・全日制在学者比）
高校名

設置

年度
設置形態

村田 H７ 学科改編

伊具 H11 学科改編（１学級減）

中部 239人（1.0％） 宮城野 H７ 新設

小牛田農林 H９ 学科改編

迫桜 H13 ２校統合

本吉響 H11 学科改編（１学級減）

石巻北 H22 学科改編

計 2,443人（5.4％） 7校

※生徒数は，平成22年5月1日現在（学校基本調査）

南部

北部

東部

700人（14.6％）

923人（10.8％）

581人（7.6％）

総合学科の学級数 系列数

5学級 6 迫桜（5/5）

4学級 -

3学級 4 伊具（3/3）

村田（3/3）

小牛田（3/5）

本吉響（3/3）

2学級 3 宮城野（2/7）

（資料）宮城県教育庁調べ

進学教養/産業情報/人間環境/生活表現

人文/理数/芸術

学校名（総合学科学級数/全体学級数）…系列

人文国際/自然科学/福祉教養/情報科学/エンジニアリング/アグリビジネス

農学/機械/情報/福祉

言語・自然科学/介護福祉/商業実践/自動車

自然科学/人文社会/情報ビジネス/健康福祉

卒業までの履修単位数と選択科目 県立中央値 総合学科
専門学科

のみ設置

専門学科＋普

通科

普通科

のみ設置

普通科＋専門

学科（職業系

以外）

昼間・昼夜間定

時制
夜間定時制

卒業までに履修させる単位数（Ａ） 87.0 91.3 87.0 88.5 94.0 94.1 93.6 77.0

上記のうち選択科目の単位数（Ｂ） 18.5 39.1 8.6 15.3 23.7 21.1 41.6 4.4

選択科目の占める比率（Ｂ/Ａ） 21.3 42.8 9.9 17.3 25.2 22.4 44.4 5.7

（資料）宮城県教育庁調べ

区分 普通 農業 工業 商業 水産 家庭 その他 総合

宮 城 65.9 4.7 10.5 8.4 1.2 0.8 3.2 5.4

東 北 六 県 58.2 5.7 13.0 9.0 1.0 0.9 4.3 8.0

政令市 を有

する道 府県
71.3 2.8 8.1 6.8 0.4 0.9 3.5 6.2

首 都 圏 77.2 2.1 6.0 5.5 0.2 0.5 3.2 5.1

全 国 66.3 3.8 9.7 8.0 0.4 1.1 4.0 6.6

（資料）学校基本調査（文科省）

※「首都圏」は，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，山梨県



施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

○興味・関心・進路目
標に基づく学習が実現
されているか

・総合学科は，他学科に比べ，社会人による進路指導やインターンシップに積極的に取り組んでいる。

・進路指導に関する生徒の満足度をみると，総合学科が最も高い。

◎教育課程・設備の学科間比較
※総合学科（工業系列）の生徒は，教育課程
の面でも，設備の面でも工業科と比べて可
哀想との認識。

○総合学科は社会人による進路指導やイン
ターンシップの実施を通じて，学校での学習
と社会とを関連づけた取組が積極的に行わ
れていると考えられる。

○制度改革をして新たな仕組み・枠組みをつ
くっただけでは成果が上がらない。新しい制
度にふさわしい教育環境の整備が必要。

データ（◎定量データ ●定性データ）

◎「進路指導の明確化に向けた指導が行われている」とした生徒比率（H21年度1年生）

◎総合学科の成果と課題（全国の学校調査／当てはまると回答した割合上位５項目）
【成果】
①自己の将来の生き方・働き方や進路について考察することができている（94.0％）
②自己の能力・適性，興味・関心を知ることができている（90.2％）
③「学ぶこと」「働くこと」への意欲や積極的な態度を育成することができている

（73.9％）
④社会に積極的に寄与する意欲・態度を養うことができている（64.9％）
⑤生徒が主体的に各教科・科目の履修計画を作成することができている（64.1％）

【課題】
①様々な教科・科目を開設しているため，他の学科と比べて教職員の負担が大きい

（79.3％）
②教員数が十分でないため，多様な教科・科目を開設することが難しい（62.6％）
③中学生及びその保護者の総合学科に対する理解や認知度が低い（61.8％）
④生徒が目的意識や将来の進路への自覚を持っていないため，主体的な科目選択
を行わせることが難しい（59.2％）

⑤中学校の教職員の総合学科に対する理解が不十分である（57.5％）

（資料）「総合学科，学校設定科目『産業社会と人間』に関する調査（文部科学省）

必修 選択

普通科 70 21 3.2 8.8 1,314 6.6 21.4 47.7 69.2 21.4 9.4

普通科＋専門学科（職業系） 74 15 2.0 5.3 1,276 21.2 19.4 45.3 64.7 25.8 9.5

専門学科（職業系） 79 9 12.6 3.6 1,402 19.0 24.5 42.4 66.9 21.5 11.6

農業科 72 15 6.3 1.3 166 12.1 11.8 35.8 47.7 29.9 22.5

工業科 82 6 26.9 6.3 492 13.9 32.3 46.4 78.7 15.3 5.9

商業科 75 12 4.0 2.8 578 33.3 16.1 41.1 57.3 29.3 13.5

水産科 83 5 0.8 1.5 166 23.1 33.0 41.8 74.8 16.1 9.2

総合学科 52 39 2.7 8.0 579 18.7 37.7 42.8 80.5 13.4 6.1

普通教科が中心の高校を除く 51 38 4.0 8.5 579 25.6 32.9 45.2 78.0 15.1 6.9

県立計 70 21 4.7 6.1 4,785 11.0 25.4 44.7 70.1 20.6 9.2

※「履修単位数」は，小学科内で履修・修得単位が複数設定されている場合は，選択単位数が最も多いものを記載。

（資料）宮城県教育庁調べ

よく当ては

まる

だいたい

当てはま

る

肯定群

あまり当

てはまら

ない

当てはま

らない

履修単位数

（H21年度入学者）

「校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている」

回答割合

社会人の招聘

（年間実施日数）
インターンシップ派遣

教科

指導

進路

指導
生徒数 派遣率

（在学者比）

H21年度データ

よく当て
はまる

だいたい
当てはま

る

肯定群
あまり当
てはまら

ない

当てはま
らない

よく当て
はまる

だいたい
当てはま

る

肯定群
あまり当
てはまら

ない

当てはま
らない

普通科 24.5 55.8 80.3 16.7 3.0 24.0 56.1 81.5 15.5 2.7

普通科＋専門学科（職業系以外） 22.7 57.2 79.8 17.0 3.2 19.4 56.6 78.6 18.3 2.5

普通科＋専門学科（職業系） 20.5 52.6 73.1 22.0 4.9 24.2 50.5 74.7 19.4 3.3

専門学科（職業系） 22.8 51.0 73.8 19.5 6.6 20.4 53.8 78.2 18.1 2.8

総合学科 32.0 53.2 85.3 13.3 1.4 33.4 53.1 89.1 10.5 0.7

昼間，昼夜間定時制 22.6 48.9 71.5 23.9 4.5 20.3 49.4 73.6 25.0 4.7

夜間定時制 18.2 61.1 79.3 17.2 3.5 14.3 54.3 70.0 23.5 0.0

県立計 24.0 54.9 78.8 17.6 3.6 22.7 54.6 79.7 18.3 2.8

（資料）H21年度学校評価（宮城県教育庁）

H21年度1年次生の評価

平均値 中央値



施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

○進路目標（進学・就
職）の達成がどの程度
実現されているか

◎学科別の就職内定率（公立 H22年3末現在）

・本県の総合学科の就職希望率は全国値を大きく上回っている。
・就職内定率も全国値を上回っている。

・総合学科全体としては，進路多様。ただし，普通教科が中心の教育課程の高校を除くと，就職の割合
が高くなる。
・普通教科が中心の教育課程の高校以外の総合学科（＝就職割合が高い総合学科）の進路希望達成
率（就職）は，専門学科（職業系）よりも低い。

・第三次産業を中分類すると，総合学科では，医療・福祉の分野に就業する比率が，他学科より高い。
（総合学科6校中，4校で福祉系の系列を設定している。）

・なお，就職者が多い総合学科において，設定している系列と就職先が一致している学校とそうでない学
校がある。

◎産業区分別就業比率（％）（H21年度卒業生）

◎課程別・学科別の進路割合（県立・全日制 H22.3卒業生）

データ（◎定量データ ●定性データ）

○就職者が多い総合学科については，学習
意欲や進路意識が高いわりに，進路志望達
成率（就職）が低い。

○就職者が多い総合学科において，設定し
ている系列と就職先が一致している学校とそ
うでない学校がある。総合学科の趣旨から
言えば，特定の産業分野への輩出を想定し
ているものではないが，介護福祉分野など
専門の資格取得が就職の要件となっている
分野もあることから，系列の設定に当たって
は，当該校の生徒の能力・適性・興味・関心
だけでなく，産業界の動向等も踏まえなが
ら，進路実現に向けて必要な選択科目をバ
ランス良く配置することが求められる。

学科・課程別 産業区分別就業比率

（H22卒）
公立平均 普通科

専門学科

（職業系）

専門学科

（職業系以外）
総合学科

（昼・夜・昼

夜）定時制/通

信制

【参考】産業別

就業比率

（H17国調）

第一次産業 1.8 1.2 2.2 0.0 2.0 0.6 6.2

第二次産業 40.4 26.3 50.5 37.9 35.4 31.1 23.5

うち製造業 29.7 20.2 36.4 37.9 29.8 17.1 13.6

第三次産業 57.8 72.5 47.3 62.1 62.6 68.3 69.1

うち卸・小売業 10.5 11.7 9.8 0.0 11.6 11.0 20.1

うち飲食店・宿泊業 8.8 14.3 5.2 17.2 7.9 12.8 5.1

うち医療・福祉 7.4 10.6 5.0 6.9 12.3 12.8 8.2

うちサービス業 6.4 4.7 7.9 0.0 4.6 5.5 13.9

うち公務 5.9 10.3 3.0 20.7 8.6 0.6 4.0

（注）専門学科（職業系）には，専攻科のある看護科は含まない。専門学科（職業系以外）は，体育科のみ就職者あり。

普通科 13.6 9.6 90.1 86.4

農業科 55.7 51.1 85.1 93.6

工業科 58.6 60.5 96.5 97.4

商業科 47.7 40.1 90.9 93.7

水産科 64.2 60.9 99.1 93.3

家庭科 41.3 35.4 86.0 91.7

看護科 - 1.3 - 86.7

その他 6.9 8.2 96.8 93.8

総合学科 46.6 26.4 95.2 91.5

公立計 25.0 20.1 91.9 92.2

（資料）高等学校卒業予定者の就職内定状況に関する調査（文科省）

宮城県 全国全国
区 分

就職希望率（％） 就職内定率（％）

宮城県

うち推薦

普通科 58.0 34.9 27.7 10.1 1.5 2.6 83.5 91.1 97.0

普通科＋専門学科（職業系） 25.2 81.7 31.5 34.8 3.8 4.8 95.5 84.0 93.5

専門学科（職業系） 17.5 96.2 23.2 54.1 4.0 1.2 89.0 96.6 97.7

農業科 10.8 95.5 28.1 50.2 9.6 1.2 100.0 91.5 94.5

工業科 23.0 97.0 18.0 56.3 1.2 1.4 83.9 99.1 98.4

商業科 15.8 93.4 27.3 48.7 7.1 1.0 97.9 95.0 98.3

水産科 6.4 100.0 30.1 62.2 0.8 0.4 100.0 98.4 98.8

総合学科 32.4 54.2 29.8 32.2 2.5 3.0 82.6 95.0 96.9

普通教科が中心の高校を除く 19.3 89.8 30.8 43.4 3.4 3.0 95.5 94.2 96.7

県立（全日制・定時制）計 45.1 43.4 27.1 22.8 3.0 3.3 84.7 89.1 96.2

（資料）宮城県教育庁調べ

H22.3月卒業生のデータ

進路状況（割合：％） 進路希望達成率（％）

進路

決定率
（％）

大学

短大

専門学

校・各種
学校

就職

一時的

な職につ
いた者

その他
大学等

（現役）
就職



４ 昼夜間定時制

施策目的
検証の

チェックポイント
他県・全国との比較（ベンチマーク）

データ分析を踏まえた考察（案）
（※は第３回検証部会での委員発言）

○多部制定時制高校
の数量は充足している
か

◎全日制・定時制の在籍割合（公立 H22年度）

・地域別に比較すると，南部地区には昼夜間定時制高校は設置されていない。
・南部地区は，定時制高校の在籍者数の割合が最も低い。

・昼夜間開講型の入学志願倍率が高く，ニーズの高さが窺える。
●昼夜間部は，修業年限３年で卒業することを基本としているか，又は他部の科目履修を行うことにより
３年で卒業できる仕組みとなっていることも要因の一つ。

○多様な生徒に対する
きめ細かな指導のため
の体制が整備されてい
るか

◎不登校率・中退率の推移（H19～21年度）

・昼間部・昼夜間部定時制高校では，不登校率・中退率ともに高く，よりきめ細かな指導が必要。

◎本務教員一人当たりの生徒数（公立 H22年度）

◎学科別生徒割合（％）（公立・定時制 H22年度）

・昼間部・昼夜間部定時制高校は，全日制高校と比較すると１学級当たりの生徒数や教員一人当たりの
生徒数が少ない。
・多様な生徒の興味・関心に対応するために多様な選択科目を開設しているほか，学び直し課程（義務
教育段階の学習活動の確実な定着を図る学習活動）に取り組んでいる。

○様々な年齢，学習歴
の生徒へのきめ細かな
対応

○昼間部・昼夜間部定時制高校では，不登校
傾向のある生徒や生活習慣が確立していない
生徒の割合が高いところがあり，少人数指導な
どにより，個々の生徒に対してきめ細かな指導
が行われている。

○多様な生徒の興味・関心に対応した教育活
動が行われている。

【今後調査が必要な事項】
○昼夜間定時制の教育課程・指導の教育効果
・職業教育（実習）や体験学習
・多様な選択科目
・少人数・習熟度別指導
・フレックスな時間割
・中途受入のための入学選抜・単位認定

○他道府県では，多様な生徒に対応するため
に定時制課程に総合学科を設置している。

○昼間部・昼夜間部定時制高校は，全日制課
程からの転入学者や中退者のほか，不登校傾
向のある生徒や生活習慣の確立していない生
徒が学ぶ場としての役割も担っている。

○南部地区には昼夜間部定時制がなく，配置
バランスの観点から対応が必要。

データ（◎定量データ ●定性データ）

◎地区別の定時制高校の設置状況（公立 H23年度）

◎定時制高校の一般入試出願倍率の推移（公立）

◎学科別の不登校率，中退率（％）（県立 H21年度）

◎１学級当たりの生徒数／教員一人当たりの生徒数／教育課程の状況（県立 H21年度）

H13年度 14 15 16 17 18 19 20 21 22

昼間 0.27 0.44 0.32 0.33 0.21 0.22 0.22 0.26 0.26 0.35

夜間 0.45 0.51 0.45 0.35 0.37 0.40 0.36 0.30 0.30 0.33

昼夜間 1.68 1.36 1.06 1.36 1.18 1.04 1.06 1.03 1.03 1.04

（資料）宮城県教育庁調べ

定時制高校の一般入試出願倍率の推移
区分

区分 全日制 定時制

宮 城 95.4 4.6

東 北 六 県 96.8 3.2

政令市を有す

る 道 府 県
94.8 5.2

首 都 圏 93.4 6.6

全 国 95.2 4.8

（資料）学校基本調査（文科省）

※「首都圏」は，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，山梨県

必修 選択

普通科 38.3 14.4 70 24 48.4 22.6 100.0 6.6 73.5 80.3

普通科＋専門学科（職業系以外） 40.3 14.4 75 21 57.1 0.0 100.0 1.2 68.9 79.8

普通科＋専門学科（職業系） 36.9 12.3 74 15 53.8 46.2 92.3 21.2 69.3 73.1

専門学科（職業系） 35.9 10.6 79 9 56.3 56.3 81.3 19.0 71.8 73.8

総合学科 38.7 11.3 52 39 100.0 66.7 100.0 18.7 77.6 85.3

昼間・昼夜間定時制 25.2 7.0 44 42 80.0 80.0 80.0 13.8 79.6 71.5

夜間定時制 16.9 5.2 73 4 33.3 50.0 16.7 1.3 71.6 79.3

県立計 37.9 12.9 70 21 51.0 28.6 87.8 11 71.5 78.8

（資料）宮城県教育庁調べ

「進路目標

の明確化に

向けた適切

な指導が行

われてい

る」肯定回

答割合

習熟度授

業の実施

校率（％）

学校設定

科目の設

定校率
（％）

学び直し

課程の実

施校率
（％）

H21年度データ

１学級当

たりの生

徒数

本務教員

１人当た

りの生徒
数

卒業までに履修さ
せる単位数

インター
ンシップ

派遣率

（在学者
比）

「学ぶ意欲

を引き出し，

学力を身に

つけられる

ような授業

が行われて

いる」肯定

回答割合

区分 普通 農業 工業 商業 水産 家庭 その他 総合

宮 城 84.2 － 15.8 － － － － －

東 北 六 県 88.8 － 11.0 0.2 － － － －

政令市 を有

する道 府県
66.7 1.2 12.1 5.4 － 0.3 0.6 13.9

首 都 圏 60.7 1.5 9.2 5.4 － － 1.2 22.1

全 国 66.5 1.6 12.2 6.4 － 0.5 0.7 12.0

（資料）学校基本調査（文科省）

※「首都圏」は，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，山梨県

地区 昼間 夜間 昼夜間
在籍者数

（公立在学者比）

南部 白石（七ヶ宿） 大河原商業 － 161人（3.2％）

中部 －

名取
第二工業
市立図南萩陵
市立仙台第二工業

貞山
市立仙台大志

1,154人（4.6％）

北部 － 古川工業 田尻さくら 383人（4.3％）

東部 石巻北（飯野川）
佐沼
気仙沼

東松島 483人（6.0％）

計 2校 8校 4校 2,181人（4.6％）

※生徒数は，平成22年5月1日現在（学校基本調査）

区 分 不登校率 中退率

普通科 1.2 0.9

普通科＋専門学科（職業系以外） 0.8 0.5

普通科＋専門学科（職業系） 1.9 2.4

専門学科（職業系） 1.3 2.0

総合学科 1.3 1.6

昼間，昼夜間定時制 16.1 9.5

夜間定時制 9.3 10.1

県立計 1.7 1.6

（資料）宮城県教育庁調べ

※不登校率・中退率は在学者比（％）

※不登校者：年度間に連続又は断続して30日

以上欠席した生徒のうち不登校を理由とする者

※不登校とは、何らかの心理的、情緒的、身体
的、あるいは社会的要因・背景により、生徒が

登校しないあるいはしたくともできない状況にあ
ること（ただし、病気や経済的理由による者を除

く。）をいう。

人 人 人

宮城 13.0 13.5 7.5

東北六県 12.3 12.6 7.6

政令市のある道府県 13.7 14.0 9.9

首都圏 14.4 14.7 10.9

全国 13.1 13.4 9.1

（資料）学校基本調査（文科省）

※首都圏：埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，山梨県

全日制 定時制区 分 計

H19年度 20 21 H19年度 20 21

全国（公立） 1.7 1.7 1.7 2.1 1.9 1.7

全日制 1.2 1.2 1.1 1.6 1.4 1.2

定時制 11.9 12.8 13.3 13.8 13.2 11.8

区分
不登校率（在学者比：％） 中退率（在学者比：％）

（資料）児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査（文科省）


